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令和８年４月から教育振興事業はWeb申請になります！
※奨学金（貸与・給付・大学給付），教育カレンダー絵画コンクールは除きます

Ｗeb申請になる事業 �
⃝学校研究助成　⃝教育団体助成　⃝研究大会助成　⃝教育研究論文・著書助成
⃝教育文化助成　⃝球根贈呈　　　⃝学校図書贈呈

初回のみマイページ登録
（R8.4.1以降） マイページへのログイン 申請受付フォームへの入力と

必要書類のアップロード データ送信

Ｗeb申請の流れ �

年頭のごあいさつ
　新年，あけましておめでとうございます。
　教職員の皆様方におかれましては，日々子どもた
ちの教育に情熱を傾け，熱心に活動しておられます
ことに敬意を表しますとともに，弘済会の各種事業
の推進にご理解とご支援を賜っておりますことに，
深く感謝を申し上げます。
　弘済会では今年度も教職員の方々の教育活動に
おいて，様々な助成をさせていただいております。
学校研究助成，教育研究論文助成，研究大会助成等
の事業を実施し，多数の申請をいただきました。お
礼を申し上げます。
　ところで，来年度から教育振興事業については，
Web化して申請フォームから入力及び申請をしてい
ただくこととなります。事業の手続きを簡略化するこ
とを目的としておりますので，ご協力のほどよろしくお
願いいたします。詳しい申請要領は，本会報と併せ

て各学校園へ送付させていただいております。
　６月から８月末まで「学校応援キャンペーン」を
実施したところ，583校園から応募をいただきまし
た。抽選により，県内の５校園に学校用ワンタッチ
タープテントをはじめとして，34校園へ５種類の学
校賞を贈呈することができました。キャンペーンを
通して，管理職の先生をはじめ教職員の皆様に，弘
済会の趣旨や事業へのご理解を賜り，一人でも多く
の方に弘済会にご入会いただけますよう願ってお
ります。
　結びに，今後も「最終受益者は子どもたち」の理
念の下，各種事業の充実に努めますとともに，皆様
方のご健勝・ご多幸・ご活躍をお祈りし，新年のご
挨拶といたします。

公益財団法人
日本教育公務員弘済会岡山支部

支部長 　國府島 貞司

あけましておめでとうございます

お知らせ

パソコン・スマホからいつでも申請ができます。
（郵送のタイムラグがなくなり，郵送料もかかりません！）
いつでも申請状況等を確認できます。
※�詳しい申請手続きについては，学校あてに同封の手続き案内,４月発行の事業案内，
弘済会報，またはホームページ（４月～）等をご確認ください。

STEP.1

令和７年度分の報告書は従来
どおり，紙でご提出ください

STEP.2 STEP.3 STEP.4
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～すべては子どもたちのために～

日教弘では，70年以上にわたって日教弘では，70年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携してジブラルタ生命と提携して

共済事業（提携保険事業）を共済事業（提携保険事業）を
実施しています実施しています。。

教弘保険は教弘保険は
安心のかたち安心のかたち

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です。

70年以上に
わたる提携関係

安心支える
たすけあいの輪

教職員の皆さま 教弘保険加入と
保険金の支払い

各種の
公益事業・福祉事業

令和８年度貸与奨学生募集開始のお知らせ
日教弘岡山支部では，令和８年度分の無利息型貸与奨学金の受付を２月から開始します。
申請を予定されている方は，お早目にお申込ください。
（奨学金についてはWeb申請での受付は行っていません）

※応募締切日が土日祝日にあたる場合は，その直前の平日を締切日（必着）とします。

第一期   募集期間：令和8年２月１日～３月31日／送金予定時期： ５月中旬
第二期   募集期間：令和8年４月１日～６月10日／送金予定時期： ８月下旬

応募資格 大学院，大学，短期大学，高等専門学校4年以上，専修学校専門課程等に在学または入学予定の学生

貸 与 額 修学期間1年につき25万円，最高100万円まで一括貸与

申込方法 「奨学生申請書等申込書」を日教弘岡山支部事務局までFAXまたはご郵送にてお送りください。折り
返し日教弘本部規定の「申請書一式」をお届けいたします。なお，他の奨学金との併願は不問です。

添付書類 収入に関する証明書（市町村発行の所得証明書，直近のもの，コピー可），大学等の在学証明書（原本）・入
学予定の場合は合格証明書（コピー可）� （詳細は，折り返しお送りする申請書類の中でご案内します。）

そ の 他 募集要項および「奨学生申請書等申込書」は，「弘済会報 新春号」と併せて各学校園にお届けしてい
ます。ホームページ（https://www.okakyoko.or.jp）からもダウンロードできます。

四択問題の答えをハガキまたはメールでお送りください。全問正解者の
中から抽選で10名様にお年玉（図書カード3,000円分）をプレゼント！！

きょうこうきょうこう
お年玉クイズお年玉クイズ

答え，所属（校園名），氏名，電話番号を記載し，メールで
ご応募ください。締切は1月22日㈭必着。当選者の発表は賞
品の発送をもって代えさせていただきます。

応募方法
〒703-8258岡山市中区西川原255
公益財団法人日本教育公務員弘済会  岡山支部「弘済会報」係
E-mail：okayama@okakyoko.or.jp

応 募 先

第１問　日教弘岡山支部で，令和７年度から新たに始まった福祉事業は次のうちどれ？
　　　　　🅰 小学校入学祝品	  🅱 中学校入学祝品	 🅲 30歳誕生祝品	 🅳 40歳誕生祝品
第２問　令和７年度学校応援キャンペーンで，岡山県の学校賞の当選数が一番多い校種は次のうちどれ？
　　　　　🅰 幼稚園・こども園	  🅱 小学校		  🅲 中学校		  🅳 高等学校
第３問　�令和８年４月から教育振興事業はWeb申請になります。ただし，教育振興事業のうちWeb申請にな

らないものは次のうちどれ？ 
　　　　　🅰 教育カレンダー絵画コンクール		  🅱 教育研究論文・著書助成
　　　　　🅲 教育文化助成				    🅳 学校研究助成

問
　
題

日教弘の各種事業は，教弘保険の契約者配当金を財源にしています。
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　教育研究論文・著書助成事業は，日々行われている実践的な教
育研究についての論文・著書を募集し，優秀な研究を表彰すると
ともに，その研究内容を広く共有することを目的としています。
　今年度は学校部門６編，個人部門 26 編，著書部門１編の計 33
編のご応募をいただきました。ご多忙の中，創造的に教育実践に
取り組まれ，ご応募いただいた先生方のご努力に敬意を表します。
　去る10月７日，おかやま西川原プラザにて令和７年度教育研究
論文・著書審査会が行われ，最優秀賞をはじめとする各賞の受賞
者が決定されました。

● 学 校 部 門
賞 論文題目 所属名 代表者名

最優秀 学校課題を踏まえた，本校ならではの「チーム担任制」の取組
―落ち着いた教育環境と組織対応にもとづく学校運営体制づくりの挑戦―

津山市立
高野小学校

校長
高岡　昌司

優秀 認定こども園における園内研究の導入・継続のための工夫
―「目指す子ども像」の実現に向けて―

中国学園大学・中国短期大学附属
たねのくにこども園

園長
住野　好久

優秀 組織マネジメントを軸にした，未来にかがやく子どもの育成
―コミュニティ・スクールの機能を生かして―

井原市立
県主小学校

校長
小田　真一

● 個 人 部 門
賞 論文題目 所属名 氏名

最優秀 AI支援による教員の省察的実践プロセスの構築
―小規模中学校におけるNotebookLMを活用した授業改善実践―

高梁市立
高梁北中学校

教頭
畑木　紀男

優秀 道徳科における生成AIを活用した振り返り支援の効果検証 倉敷市立
連島北小学校

教諭
角南　卓也

優秀 小学校におけるメディアリテラシー育成の試み
―児童保健委員会のスライド作成活動を通じた「伝え手」としての意識変容に着目して―

笠岡市立
笠岡小学校

養護教諭
河野　和美

優秀 社会自立に向けた「良い行動」を自分たちで考える―知的障害高等特別支援学校におけるPBS実践
―生徒主体で作ったポジティブ行動マトリクスを通して―

岡山県立
倉敷琴浦高等支援学校

教諭
時光　秀明

優良 特別支援教育コーディネーターによる校内連携を促す情報発信の実践
―生成AIとデザインツールを活用した通信の作成―

早島町立
早島中学校

教諭
長嶺　翔太

優良 中学校数学科における統計的思考力と批判的思考力の一体的育成
―PPDACサイクルによる個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の実現―

総社市立
総社西中学校

教諭
村田　敏彦

優良 探究過程を活用した授業実践と学力，課題研究への接続
―探究６段階のMODEL作成と教師研修会，授業実践を通して，教師と生徒に見えてきた変化についての考察―

岡山県立
岡山一宮高等学校

指導教諭
片山　　肇

優良 「新たな教師の学びの姿」の実現をめざした個別・グループ別による校内授業研究
―「働きがい」と「働きやすさ」の両立をめざして―

岡山県立
岡山瀬戸高等支援学校

指導教諭
濵田　　曜

ホームページ（https://www.okakyoko.or.jp）に，全ての受賞者および研究テーマを掲載しています。
4月には優良以上の受賞論文を掲載します。

４月には優良以上の受賞論文を掲載した「教
育研究集録」を各学校園にお届けします。
受賞者の方々の特長のある取り組みをご一読
いただき，皆様の日頃の教育活動の中で参考
にしていただければ幸いです。

● 著 書 部 門
賞 著　書　名 所属名 氏名

優秀 就実物語　―就実120年の歩みをたどって― 退職者 石田　省三
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特選・入選作品展示会開催特選・入選作品展示会開催

　去る12月４日，おかやま西川原プラザにて令和７年
度岡山県教育カレンダー絵画コンクール審査会が開催
され，応募総数1,527点の作品の中から特選12点と入
選24点が選考されました。特選・入選作品が掲載され
た令和８年度用カレンダーは,３月上旬に各学校園へ
お届けいたします。

● 展示期間：令和8年3月13日～3月25日
● 展示時間：9：00～17：00（最終日は14:30まで）
● 展示場所：おかやま西川原プラザ２階ギャラリー
　　　　 　　（岡山市中区西川原255番地）

令和7年度 岡山県教育カレンダー絵画コンクール審査結果

令和7年度　審査会

（参考）令和6年度　展示会

 入選受賞者
校　　名 学年 氏　　名 校　　名 学年 氏　　名

岡山大学附属小学校 1 松井智華子 赤磐市立仁美小学校 6 末石　悠葵
倉敷市立第二福田小学校 2 藤田　莉都 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 1 衣川うたの
岡山市立横井小学校 2 冨谷　心結 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 1 中村　恒希
瀬戸内市立美和小学校 2 島　　優月 早島町立早島中学校 1 奥山　幹太
倉敷市立第五福田小学校 3 漆谷　秀仁 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 稲田　彩良
倉敷市立長尾小学校 3 竹内　　匠 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 山谷　祐未
赤磐市立仁美小学校 3 小野田嶺勝 岡山市立富山中学校 2 藤原　涼乃
岡山大学附属小学校 4 立道　直輝 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 3 佐々木千紘
倉敷市立茶屋町小学校 5 難波　趣乃 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 3 谷岡　　昴
倉敷市立乙島小学校 5 田中　沙里 岡山市立芳田中学校 3 和氣　陽世
倉敷市立乙島小学校 5 西村　美空 岡山学芸館清秀中学校 3 小川　桃佳
赤磐市立仁美小学校 6 上田　野楽 岡山県立総社高等学校 1 藤田　明希

 特選受賞者
月 校     名 学年 氏   名 賞
4 倉敷市立東中学校 2 江藤　理留 NHK岡山放送局長賞
5 岡山大学附属小学校 3 髙原友梨子 岡山県小学校長会長賞
6 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 1 佐藤紗和子 RSK山陽放送社長賞
7 倉敷市立児島小学校 2 三宅　莉心 一般財団法人岡山県教育会理事長賞
8 倉敷市立第二福田小学校 1 笠原なつめ OHK岡山放送社長賞
9 倉敷市立長尾小学校 5 竹内　　誠 公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部長賞
10 備前市立吉永小学校 6 梅本　龍茉 岡山県知事賞
11 岡山県立総社高等学校 1 小島　彩椰 岡山県高等学校長協会長賞
12 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 1 小川さくら 岡山県中学校長会長賞
1 備前市立吉永中学校 3 梅本　茉奈 山陽新聞社長賞
2 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 土井　千聖 公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部長賞
3 赤磐市立石相小学校 6 重友　里心 岡山県教育委員会教育長賞

ぜひお越しください♪

ホームページ(https://www.okakyoko.
or.jp)に，特選・入選作品を掲載してい
ます。ぜひご覧ください！
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今後ご退職予定の教職員の皆さまを対象に，豊かなセカンドライフのためのセミナーを開催します。

50代からの「退職準備セミナー」開催のご案内

主な内容

申込方法

●教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
●「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
●専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー

●申込書を学校園担当者へご提出いただくか，
　日教弘岡山支部事務局までメールもしくはFAXください。
　（メール：okayama@okakyoko.or.jp  FAX：086-272-1781） 
　※申込書は当支部ホームページにも掲載しています。

参加費
無料

岡山会場（定員75名）
1月17日（土）

おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255番地
☎（086）272-1923

受付開始　13：00
開催時間　13：30～16：00

カーナビご使用の際は，
所在地での検索をお願い
します。

将来の年金等につい
ても，セミナーで理解
していきましょう！

弘済会
岡山支部
メール

教弘保険についてのお問い合わせは，ジブラルタ生命保険㈱岡山支社各営業所まで
⃝ジブラルタ生命コールセンター（教職員専用・通話料無料）　☎0120－37－9419
⃝岡山第一・第四・第六　☎086－271－2010　　⃝岡山第二・第三・第五・第七・第八　☎086－234－7501
⃝津山　　　　　　　　　☎0868－22－4053　　⃝倉敷　　　　　　　　　　　  ☎086－422－1769
⃝笠岡　　　　　　　　　☎0865－62－4455　　⃝総社　　　　　　　　　　　  ☎0866－92－6550

※この内容は，令和7年12月1日現在のものです。ご契約にあたっては必ず共済事業（提携保険事業）提携保険会社ジブラルタ生命の
　「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」をご覧ください。

令和8年3月末ご退職予定の皆さまへ

教弘保険の
おすすめ
ポイント

教弘保険に加入できるのは保険年齢60歳以下の方です。

詳しくは右ページをご参照ください。

１ ご退職後も65歳まで，現職中と同じ保険料で同様の保障を受けられます。
２ 65歳以降も，健康状態の如何にかかわらず，80歳まで継続が可能です。
３ 教弘保険加入者としての特典が受けられます。

0.30
0.24
0.15 0.21 0.44 0.70

1.22

2.27

0.40 0.63
1.05

2.0
1.5
1.0
0.5

0.0

4.5
5.0

4.0
3.5
3.0
2.5

50歳 55歳 60歳 65歳 70歳 75歳 80歳

単位％

1.72

2.84

4.77

男 女

70歳時の死亡率は
60歳時の

2倍以上！60
徐々に上がる

歳からの死亡率
「令和５年簡易生命表（男）」「令和５年簡易生命表（女）」
（いずれも厚生労働省）を元にジブラルタ生命にて作成
（小数点第３位を四捨五入）
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岡 山 教 弘 友 の 会 の ご 案 内
「岡山教弘友の会」は，ご退職後も「教弘保険」をご継続いただいている方を会員とし，各種福祉事業を実施し
ています。ぜひご退職後も「教弘保険」をご継続いただき，弘済会事業をご活用ください！

　主な行事・各種福祉事業
■友の会総会（隔年開催）
2年に1度開催する総会では，記念講演や懇親会を企画・実施しています。
総会のご案内は開催年の9月頃に送付します。

令和7年度 総会 記念講演 懇親会

楽しい企画が盛りだくさん！
退職後の交流の場としてご活用
いただいています♪

ご退職予定の
会員の皆さまへ

■友の会入会記念品　　　■宿泊補助　　　■会食補助
■一日人間ドック受診補助　　　　■大腸がん検診補助各種福祉事業

■友の会国内旅行・一日研修旅行
友の会では，国内旅行，一日研修旅行を企画しています。一日研修旅行は，「宿泊を伴う旅行が難しい」というお声
から企画した日帰りバス旅行です。
国内旅行については，会員の方には，旅行代金の補助もあります。

●国内旅行補助額／10,000円
高校生の企画による一日研修旅行
が令和8年度から始まります！

令和6年度 一日研修旅行（笠岡諸島）大相撲三月場所にて大阪にて

■友の会交流会（隔年開催）
総会を開催しない年度に，岡山市内以外で，交流会を企画・実施して
います。

令和6年度 交流会（高梁市） 講演会 懇親会

交流会では，総会同様，記念
講（公）演や懇親会を企画・実
施しています♪
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教弘保険ご加入の皆さまへ　福祉事業のご案内
●「大腸がん検診」は，令和７年度から退職者の方のみ対象となりました
該当の方には，ご自宅に友の会だよりが届きます。現職の方は対象外となりますので，ご了承ください。
●「会食補助券」は，お食事をされた当日に施設へご提出ください
懇親会などのご利用で，お支払が後日精算の場合でも，必ず当日中にご提出ください。
後日精算時にご提出された場合は，施設によっては補助を受けられないことがありますので，ご留意ください。

　公益財団法人日本教育公務員弘済会事業への日頃からのご支援，ご協力に感謝を込めて，「学校応援キャン
ペーン」を実施いたしました。県内583校園から1,320件と，たくさんのご応募をいただきました。本当にあ
りがとうございました。厳正なる抽選の結果，次の34校園が当選しました。おめでとうございます！
（ご応募いただいた方全員に4in1タッチペンを進呈しました。）

当選校園当選校園

令和7年度 令和7年度 学校応援キャンペーン学校応援キャンペーン
学校賞を贈呈しました！学校賞を贈呈しました！

学校用ワンタッチ
タープテントA

備前市立吉永認定こども園
玉野市立荘内小学校
岡山市立古都小学校

岡山県立玉島高等学校
岡山県立岡山盲学校

高圧洗浄機C
津山市立つやま東幼稚園　　　
総社市立きよね認定こども園
赤磐市立山陽北小学校
笠岡市・矢掛町中学校組合立小北中学校

真庭市立富原小学校
真庭市立河内小学校
玉野市立玉中学校

黒球式熱中症計E
真庭市立美川こども園
美作市立湯郷こども園
岡山市鹿田認定こども園
岡山市あしもり認定こども園
岡山市立御津小学校
備前市立三石小学校
岡山市立桃丘小学校

倉敷市立東中学校
玉野市立宇野中学校
岡山県立岡山操山高等学校
岡山県立津山東高等学校
関西高等学校
岡山県美作高等学校

バーチャル電子黒板B
井原市立西江原小学校
岡山県立玉野高等学校

バッテリー
ステーションD

岡山市甲浦認定こども園
倉敷市立下津井東小学校
倉敷市立葦高小学校
吉備中央町立加賀南小学校
赤磐市立吉井中学校
岡山商科大学附属高等学校
岡山県立岡山東支援学校

倉敷市立下津井東小学校 玉野市立玉中学校 岡山県立岡山盲学校

学校(園)の教育活動に
お役立ていただければ
幸いです。
来年度も実施予定です
ので，多数のご応募を
お待ちしております！
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あしあと～学校訪問をさせていただいている弘済会参事よりメッセージ～

　私たち参事は弘済会の行っている事業の数 を々教職員の

皆さんに知ってもらい，その活用を図ってもらえるよう，学校園

を訪問しています。そして，今年度も研究助成金，球根贈

呈等の事業を様 な々学校園でご活用いただき，大変うれしく

思います。また，その際にお願いした事業説明会では，弘

済会の趣旨について先生方の理解が深められ，弘済会をよ

り身近に感じてもらえたのではないかと思っています。今後も

様 な々機会に実施できたらと考えていますので，どうぞよろし

くお願いいたします。同時に，次年度へ向けての事業活用

のご検討もよろしくお願いいたします。

弘済会を身近に
� 参事　山岡　哲史

　倉敷・浅口・笠岡地区担当の参事として，今年度は計186
小中学校園を訪問させていただいています。訪問の際，主に
管理職の先生方にはいつも温かく迎えていただき感謝していま
す。
　３年目参事として，少しでも子どもたちや先生方のお役に立て
るよう，各事業の情報をお伝えしています。成果として，上限20
万円の学校研究助成金や球根贈呈を申請され受けとられる学
校園が年々増えてきました。学校図書贈呈事業では，指定され
た地域の小学校全校から申請をいただき，５万円分の学校図
書を贈呈することができました。
　今後も，学校園のためになる有益な情報をお届けします。よろ
しくお願いします。

弘済会参事３年目
� 参事　岡　健作

　今年度４月に，中山弘輝参事の後任として，参事に着任いたし
ました。担当は，総社市，早島町の学校園と県内の公私立高校，
中等教育学校です。
　学校訪問をさせていただいた際には，お忙しいにもかかわらず，
いつも温かく迎えていただき，感謝しております。
　参事の職務を行う中で，弘済会は学校研究助成，図書贈呈，
球根贈呈をはじめとして，「最終受益者は子どもたちである」事
業を多岐にわたり行っていることを改めて知りしました。学校勤務
のころは，弘済会の事業をいかに知らなかったか痛感しました。
学校研究助成をはじめとして，「最終受益者は子どもたちである」
事業でお役に立つことができます。
　ジブラルタ生命の学校担当ＬＣに気軽にお声がけいただき，弘
済会の事業をご活用ください。

１年目の参事です！
� 参事　中塚　多聞

　「国家百年の計は教育にあり」と言われるように，教育の
重要性は申すまでもありません。我々の大先輩方が，戦後
の復興を切に願い，弘済会を設立された目的も，まさに「教
育の振興」でした。そのためには，「教育を支える教職員
が生涯にわたって安心して教育に打ち込めるしくみづくりが
必要である」との運動が契機となり，1952年に本会が設立
され，今につながっています。
　そうした歴史を胸に学校園を訪問させていただく中，子ど
もたちのピカピカの笑顔に出会うにつけ，「次代を担う子ども
たちを応援していかなければ！」との思いにかられます。
　平素のご協力に心から感謝を申し上げますとともに，引き
続きジブラルタ生命の担当LC共 よ々ろしくお願いいたします。

原点回帰
� 参事　東　史高

　弘済会岡山支部参事に着任し２年目となります。備前市・赤磐
市・和気町・瀬戸内市・玉野市を担当させていただいています。
　「最終受益者は子どもたちである」ことを念頭に，教育振興事
業や福祉事業等の充実に向けて，担当学校園を訪問させていた
だいております。いつも子どもたちの声を開くことができ，また温か
く迎えてくださることに心から感謝しております。
　今夏の甲子園大会の選手宣誓は２年続けて智弁学園和歌山
高校の主将となり，その力強い言葉の中にもありましたが，「己の
限界に挑戦し，仲間との絆を深め」という言葉から，個人の成長
とチームワークの大切さを学ぶことができます。･･･まさに，日ごろ
からご活躍されている先生方の職場にも通じることだと思います。
　学校や園の応援団として弘済会が実施しております各事業の
ご活用を，今後ともよろしくお願いいたします。

元気溢れる幼児･児童･
生徒･先生方に会えて

� 参事　岡本　浩明

　今年度４月より参事として岡山市内の190校園余りを担当
させてもらっています。今まで伺ったことのない学校園も多く
あり市内の広さを改めて感じているところです。退職後７年
目でもあり学校現場の色 な々変化の速さにも驚いています。
　そのような中で日々 忙しく自分のことは二の次に頑張ってい
る先生方には是非「弘済会」が築いてきた教職員のため
の相互扶助システムを十分に活用していただきたいと思って
います。特に各校のジブラルタ生命担当LCを保険加入に
関係なく，先生方の将来設計における保険・金融面の個人
コンサルタントとしてご活用いただければと思います。将来設
計がしづらい現在だからこそ少しでも不安の少ない未来設
計づくりを弘済会はバックアップします。今後とも弘済会をよ
ろしくお願いします。

弘済会は児童生徒・
教職員の互助システム！

� 参事　三上　政誉志
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岡山県立岡山聾学校

　本校は，明治41（1908）年創立の私立岡山県教育会
附属盲唖院を前身とする，約120年の歴史をもつ聴覚支
援学校です。岡山市中区に位置し，幼稚部から高等部
専攻科までを設置しています。聴覚障害のある幼児児
童生徒一人一人の教育的ニーズに応じ，社会参加の基
礎となる力と豊かな人間性を育む教育を推進していま
す。また，専門性の高い指導とセンター的機能の充実
にも努めています。

渡邉 徹 校長

語り合い　心通わせ　共に生きる

■ 地域とともに歩む学校  �

■ 専門性の高い指導と充実したセンター的機能  �

　中学部では，毎年６月に職場体験を行っています。これまでに自動車学
校や飲食店，作業所など，地域のさまざまな事業所で働く体験を行ってき
ています。今年度は県立図書館，聴覚障害者センターと，卒業生が経営し
ているペットサロンにお邪魔して体験活動を実施しました。生徒たちはそ
れぞれの事業所において，働くことの意義の理解，進んで働こうとする意
欲や態度を育むことができました。
　高等部では「主体的，誠実，協働，対話」をキーワードに，地域の中で
キャリアアップを図る場を積極的に設けています。今年度はブランチ北長
瀬で「岡ろうサマーフェスタin北長瀬」を開催しました。短い準備期間で
したが，日頃の学びを活かしてチラシの配付，製作，陳列・販売，接客，
会計処理などに協力して取り組みました。地域の方々，卒業生，聴覚障害
関係者など多くの人に来場いただき，本校や聴覚障害について発信する機
会となりました。
　今後も地域の様々な方々との連携・協働を通して教育活動の充実を図っ
ていきます。

　本校では，聴覚障害教育の専門性を活かした指導や取組を行っています。
　具体的には，聴覚障害に伴う言語獲得の遅れを防ぐための幼児期からの
発音・発語指導や手話を活用した指導，早期に聴力変動を把握するための
定期的な聴力検査の実施，外部専門家（言語聴覚士等）を活用した校内巡
回指導等を通して，言語・コミュニケーション能力の向上を目指した教育
を提供しています。
　また，就学前のお子さん，小中学校や高校に在籍するお子さんへの支援
も行っています。
　「乳幼児教育相談」は０歳から２歳まで，「就学前教育相談」は他の園な
どに通っている３歳から５歳まで，「県中北部相談支援室」は県北部・中部
の18歳までのいずれもお子さんとその家族を対象に支援します。通級によ
る指導は，本校及び倉敷市立老松小学校で行っています。また，「特別支援
教育エキスパート」が学校や機関を訪問したり，「きこえの相談室」では外
部からの相談や要望に応じたりして，相談支援体制の充実に努めています。

地域での職場体験

発音・発語指導の様子

岡ろうサマーフェスタin北長瀬

他機関へのコンサルテーション

校舎外観
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員　

松
元　

慶
子

わ
が
身
と
も
思
う
て
を
り
ぬ
暁ぎ

ょ
う
て
ん天
に
残

り
て
淡
く
月
は
光
れ
り

山
陽
学
園
高　

土
師　

康
生

母
な
の
に
我
が
子
の
成
長
園
に
聞
く
知

ら
な
い
う
ち
に
取
れ
た
る
お
む
つ

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

光
本　

智
夏

〈
入
選
〉

手
を
離
し
初
め
て
吾
子
が
浮
い
た
夏
夕

食
ま
で
も
ゴ
ー
グ
ル
つ
け
て

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

板
谷　

征
徳

こ
の
部
屋
に
す
ず
虫
入
り
て
鳴
く
夜
は

心
静
か
に
秋
ひ
と
り
じ
め

退
職
会
員　

瀧
口　

静
子

今
日
は
青
今
日
は
ピ
ン
ク
と
吾
子
が
言

う
共
に
記
録
す
あ
さ
が
お
調
べ

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

山
内　

有
里

学
祭
の
バン
ド
の
響
き
秋
晴
れ
や
あ
の
日

の
こ
と
を
昨
日
の
如
く

倉
敷
・
玉
島
西
中　

赤
木　
　

藍

し
ん
と
し
た
空
気
の
中
で
時
を
待
つ
富

士
の
頭
上
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

𠮷
田
由
美
子

大
輪
の
光
を
か
く
も
あ
ざ
や
か
に
し
じ

み
を
起
こ
す
湖
上
の
ド
ー
ン

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

塩
﨑　

弘
之

「
お
め
で
と
う
」と
ク
ラ
ス
の
子
か
ら
声

も
ら
う
涙
じ
わ
り
と
わ
が
誕
生
日

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

塩
田
井
久
美

オ
ー
ナ
ー
は
酒
と
ギ
タ
ー
で
旅
人
の
心

を
溶
か
し
旧
知
の
如
く

退
職
会
員　

矢
田　
　

寛

人
混
み
を
か
き
分
け
出
会
え
た
楓
浜
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
リ
ビ
ン
グ
に
揺
れ

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

的
山　

直
幸

自
立
し
て
立
派
な
大
人
に
な
れ
た
ぞ
と

作
っ
た
焼
き
そ
ば
父
の
味
す
る

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

服
部　

知
佳

九
十
路
の
の
ん
び
り
す
る
間
無
か
り
け

り
フ
レ
イ
ル
予
防
に
追
わ
れ
追
わ
れ
て

　　
　

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

四
分
間
手
足
が
震
え
逃
げ
切
っ
た
リ
モ

コ
ン
握
って
初
優
勝
だ

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

夛
田　

昂
正

「
く
う
さ
ん
」と
テ
レ
ビ
電
話
の
画
面
で

も
ババの
吾
を
呼
ぶ
五
歳
の
Ａ
君

和
気
閑
谷
高　

北
川
久
美
子

献
ぐ
る
血
は
廻
り
て
誰
か
生
か
す
ら
む

偽
善
な
る
と
も
善
は
善
な
り

岡
山
西
支
援　

江
國　

泰
洋

た
く
さ
ん
の
知
り
合
い
で
き
た
組
合
で

北
は
納の

さ
っ
ぷ

沙
布
南
は
沖
縄

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

神
﨑　

浩
武

握
り
ず
し
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
服
選
び
全
て

で
き
た
り
卒
寿
の
母
に

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

日
髙　

愛
弓

両
親
と
車
屋
は
し
ご
試
乗
す
る「
追
従

機
能
」見
つ
め
る
四
人

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

古
中　

妙
子

◆
選
者
吟

そ
の
中
を
風
の
遊
べ
る
虚み

な
し
ぐ
り栗
あ
つ
け
ら
か

ん
と
朝
の
息
づ
く

教
弘
俳
壇

伊
東　
伸
介
選

〈
特
選
〉

草
相
撲
賞
金
入
れ
る
靴
の
中

退
職
会
員　

落
合　

範
昭

（
評
）美
作
在
の
卒
業
生
か
ら
女
相
撲
に
参
加
す
る

と
い
う
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
来
た
。
初
戦
で
負
け
た
ら
し
い
。

選
者
は
四
十
代
後
半
の
三
年
間
美
作
に
勤
務
し
た
。

美
作
の
文
化
に
酔
っ
た
。
直
属
の
上
司
は
地じ

げ下
芝
居

の
太
夫
で
座
主
。
亥
の
子
が
来
校
し
、
獅
子
舞
は
六

本
足
で
舞
い
、
子
供
歌
舞
伎
に
涙
し
御お

は

な

祝
儀
の
数
に

驚
い
た
。
美
作
は
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ（
宮
沢
賢
治
の
造
語

＝
理
想
郷
＝
岩
手
県
）
だ
と
思
っ
た
。
地
下
相
撲
の

盛
ん
な
美
作
の
文
化
を
描
い
た
特
選
句
は
、
賢
治
の

オ
ノマ
ト
ペの
如
く
心
に
響
く
。

　
２
０
２
５
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
は
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
連

合
軍
（
美
作
を
含
む
岡
山
県
）
の
勝
利
で
あ
っ
た
。

〈
佳
作
〉

野
分
風
唸
る
リ
モ
ー
ト
会
議
中

退
職
会
員　

山
﨑　

淑
加

福
藁
や
牛
の
母
仔
の
ま
ど
ろ
み
て

岡
山
城
東
高　

別
所　

琴
美

〈
入
選
〉

据
わ
ら
ざ
る
頭
の
重
し
律
の
風

倉
敷
・
連
島
南
小　

村
上　

昂
平

抱
い
て
い
る
吾
子
に
つ
き
た
る
お
で
ん
染

み

倉
敷
・
富
田
小　

村
上　

和
美

ジ
ュテ
ー
ム
と
気
取
る
親
爺
の
パ
リ
ー
祭

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

竿
立
て
て
煌
め
く
銀
や
さ
っ
ぱ
釣
り

片
上
高　

森　
　

稔
倫

雉
子
羽
太
を
底
よ
り
剥
が
す
刹
那
か
な

倉
敷
・
児
島
小　

土
師　

宏
文

虫
取
り
網
力
任
せ
に
空
を
切
る

退
職
会
員　

河
合　

智
彦

刈
穂
後
に
藁
の
童
が
並
び
立
つ

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

雪
を
待
つ
白
川
郷
に
て
秋
を
詠
む

備
前
・
吉
永
中　

宮
脇　

明
美

夏
す
み
れ
祖
母
恋
ふ
風
に
揺
れ
な
が
ら

笠
岡
・
笠
岡
西
中　

浦
川　

美
咲

◆
選
者
吟
　
J
1
残
留
感
涙

初
明
り
百
年
構
想
リ
ー
グ
参

教
弘
柳
壇

丸
山　
敏
幸
選

〈
特
選
〉

秋
風
に
吹
か
れ
て
う
と
う
と
昼
下
が
り

総
社
・
清
音
小　

大
林　

礼
子

（
評
）
休
日
の
昼
下
が
り
、
爽
や
か
な
秋
風
が
吹

き
い
つ
の
間
に
か
う
と
う
と
し
て
い
た
。
何
と
も
の

ど
か
な
時
間
、
小
さ
な
幸
せ
だ
。

　

今
年
の
夏
は
猛
暑
で
、集
中
豪
雨
も
度
々
あ
っ
た
。

物
価
も
米
価
も
急
上
昇
し
、
生
活
し
に
く
い
世
の
中

に
な
り
、そ
の
上
無
差
別
な
事
件
や
地
震
が
頻
発
し

た
。
ク
マ
を
は
じ
め
野
生
動
物
が
人
間
の
生
活
圏
を

脅
か
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
作
者
の
よ
う
に
小
さ
な

幸
せ
を
見
つ
け
た
い
。
色
ん
な
所
に
隠
れ
て
い
る
小
さ

な
幸
せ
を
見
つ
け
る
と
、
人
生
が
豊
か
に
な
る
。

　

た
だ
、
出
来
る
だ
け
五
・
七
・
五
音
で
作
品
を
創

る
よ
う
に
し
た
い
。

〈
佳
作
〉

リ
ン
ド
ウ
や
咲
き
切
ら
ぬ
美
も
あ
る
と

知
り

新
見
高　

難
波　

宏
子

米
米
米　

米
米
米
米　

米
米
米

興
陽
高　

佐
々
木
正
剛

あ
っ
さ
り
の
妻
の
料
理
に
口
が
慣
れ

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

〈
入
選
〉

四
季
が
な
い
異
常
気
象
が
日
常
に

退
職
会
員　

藤
原　

隆
志

凍
風
に
微
笑
ま
し
き
は
猿
団
子

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

心
ま
で
明
る
く
照
ら
す
金
閣
寺

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

父
の
服
懐
か
し
き
香
と
お
別
れ
す

退
職
会
員　

北
村　

庸
江

初
詣
五
円
で一億
頼
む
妻

岡
山
・
竹
枝
小　

林　
　

幹
衛

いつ
か
ら
か
Ｐａｙ
Ｐａｙ
で
渡
す
お
年
玉

高
梁
城
南
高　

古
村　

英
治

聞
き
知
ら
ぬ
気
象
用
語
が
次
々
と

退
職
会
員　

服
部　
　

誠

月
の
石
55
年
後
の
ラ
ン
デ
ブ
ー

倉
敷
・
粒
江
小　

福
島　

倫
之

お
静
か
に
昭
和
メ
ロ
デ
ィ
ー
流
れ
居
る

退
職
会
員　

菱
川　

泰
博

少
子
化
を
ま
た
心
配
す
丙
午

井
原
高　

伏
見　

拓
也

読
書
よ
り
携
帯
得
意
子
ど
も
た
ち

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

柿
食
え
ぬ
亡
き
祖
母
想
う
深
き
秋

倉
敷
・
西
中　

浦
川　

洋
平

生
徒
寝
る
机
の
上
で
船
を
こ
ぐ

美
作
高　

初
川　
　

渉

兄
弟
と
束
の
間
の
余
暇
伊
勢
出
逢
う

久
米
南
・
弓
削
小　

宍
戸　
　

亮

◆
選
者
吟

ふっ
切
れ
て
時
計
の
音
が
聞
こ
え
出
す 

文
芸
の
ひ
ろ
ば

必
着
！！



子どものために
良い教材を
探したいな

いつもよりも
ちょっとだけ
贅沢したいかも

先生！

できちゃいます！

それ全部

自分じゃ大変な
ハウスクリーニングなんて
できないかしら？

春からいよいよ
一人暮らしを
するぞ

ジムでしっかりと
運動をしたいな

旅行のために
ホテルの予約を
するぞ！

色々比較して
お得なサービスを
知りたい！

友達や家族と
遊びに
いきたいな

日教弘クラブオフで

日教弘クラブオフのご利用には会員登録（無料）が必要です。

カンタン

ステップ登録
3

読み取り
新規登録

会員情報を入力
送信して
登録完了!!

約3分で
登録完了！1 2 3

入会後、利用証が付帯されます ※利用証付帯まで2ヵ月程度要します。

ご入会は24時間
いつでもどこでも
スマホ・タブレットで
登録できます。

日教弘入会申込方法
ご入会は
コチラ

特典は
コチラ

二次元コード


